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はしがき

　国立国会図書館の「科学技術に関する調査プロジェクト」は、科学技術政策に関する国会向
け調査サービスの一層の充実を図るため、平成 22（2010）年度から調査及び立法考査局にお
いて実施しているものです。国会における議論のよりどころとなる正確かつ客観的な情報の提
供を目指し、科学技術が関係する各分野の重要な国政課題の中から毎年度選定した特定のテー
マについて、外部の学識経験者の方々と連携して調査・分析を行い、その成果を報告書にまと
めています。

　令和 4（2022）年度のプロジェクトでは、「宇宙空間の利用をめぐる動向と課題」、「科学技
術のリスクコミュニケーション―新たな課題と展開―」及び「2050年カーボンニュートラル
の実現に向けた脱炭素技術の課題と展望」の三つのテーマについて調査を実施しました。
　
　このうち「2050年カーボンニュートラルの実現に向けた脱炭素技術の課題と展望」につい
ては、令和 4年 9月 30日にオンラインでシンポジウムを開催し、文献を中心とした前年度の
調査「脱炭素社会の技術と諸課題」の成果も踏まえつつ、2050年に目標を置いたカーボンニュー
トラルの実現に向けた様々な課題を多面的に明らかにすべく議論を深めました。本報告書は、
このシンポジウムの記録集です。
　
　シンポジウムでは、まず、議論の前提として、江守正多氏から気候変動の現状と将来見通し
について報告していただきました。続いて、脱炭素社会の実現に向けた課題を黒沢厚志氏に概
観していただき、再生可能エネルギーの主力として期待される洋上風力発電について堀史郎氏
から、今後開発と実装を進める必要があるネガティブエミッション技術について西尾匡弘氏か
ら、研究開発を支える評価の仕組みとファンディングについて矢部彰氏から報告していただき
ました。各報告内容を踏まえた岸本充生氏の問題提起の後、岸本氏をファシリテータとして、
技術開発のインセンティブ、技術の社会実装をスムーズに進めるための規制の在り方、社会課
題の解決に向けた議論への市民参加等につき議論するパネルディスカッションを行いました。
本報告書では、報告とパネルディスカッションの記録に加えて、岸本氏による論考を掲載して
います。
　
　本報告書が、国会議員の皆様の調査研究や関連分野に関する国政審議に資するとともに、こ
の問題に関心を寄せる方々に広く活用されることを心から願っております。

令和 5年 2月

 国立国会図書館　調査及び立法考査局長　寺倉　憲一
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諸課題』（国立国会図書館、2022年 3月）、「科学と政策の間のギャップの可視化と橋渡し―リ
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